
参考資料４ 肉用鶏の衛生水準の向上等
に関する検討会（第３回）



・サルモネラ症の可
能性
・侵入経路は飼料
の可能性

１．現状
農林水産省では、生産段階での衛生対策の向上を目的に、鶏肉の

生産衛生管理ハンドブックを策定・普及し、カンピロバクター、サルモネラ属
菌の汚染低減を推進するものの、同菌による食中毒は、細菌を原因とす
る食中毒の中でも発生数及び患者数が国内で最多。
このため、生産段階でのさらなる衛生対策の推進が不可欠。

２．対策と課題
これらの菌は、鶏が保有しても明確な臨床症状を示すことがないことか

ら、①鶏間、農場間での感染拡大の検知や、②衛生管理の強化ポイン
トの特定が困難。

生産段階での衛生対策の向上には、食鳥検査の成績により、外観か
ら特定できない農場の衛生状況や隠れた疾病を見つけだし、それらの結
果を生産段階にフィードバックすることが有効。

他方、食鳥検査の結果の活用は、データの解釈や生産段階での活用
のノウハウが不足しており、広く有効活用できていない状況。

３．事業内容
食鳥検査の結果により、これらの菌の侵入経路を明らかにし、有効な

衛生対策が講じられるよう、
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○ 微生物リスク管理基礎調査事業委託費のうち食品の安全性向上対策の検討のための調査
食鳥検査結果を活用した農場衛生管理のさらなる推進

食肉の衛生状況のさらなる向上

細菌性食中毒の
• 患者数の約６割
• 事件数としては約８割

を占める

〇指針・チェックリスト策定の流れ
① 食鳥処理場の検査情報を収集・整理、分析

② 検討委員会の開催
検査情報と疾病原因、農場で行う衛生管理を整理

③ 検査結果に対応した衛生管理の指針・チェックシートを策定

症例、剖検の情報収集等

文献調査も実施

〇成果の活用イメージ

① 食鳥検査結果を農場衛生管理に活用するための獣医師向け
指針

② 生産者が農場衛生管理を自ら点検し、衛生状態を改善するた
めのチェックシート

を策定・普及し、その効果を検証する。

外見上、健康
・肝臓１点
・卵管２点
・小腸５点
・・・

【検査の成績】

獣医師による農場指導の充実

一般的な衛生対策に
加え、侵入経路対策を
強化

生産者による自
己点検の充実

症例、剖検の情報収集等

【データの解釈】
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